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春
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
土

曜
日
の
午
後
、
北
新
宿
地
区
再

開
発
見
学
会
の
た
め
、
成
子
坂

を
訪
れ
た
。
再
開
発
に
先
駆
け

て
で
き
た
西
新
宿
三
井
ビ
ル
が

あ
り
、
そ
の
向
か
い
側
の
二
つ

の
複
合
ビ
ル
が
、
も
う
す
ぐ
竣

工
を
迎
え
る
。

日
頃
は
あ
ま
り
訪
れ
な
か
っ

た
こ
の
地
で
あ
る
が
、
考
え
て

み
る
と
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
か
ら
九

分
、
西
新
宿
駅
か
ら
三
分
の
好

立
地
で
あ
る
。地
権
者
が
多
く
、

開
発
計
画
は
大
変
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
、
設

計
者
の
説
明
を
聞
い
た
。
こ
の

地
に
は「
成
子
天
神
」が
あ
り
、

新
宿
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
私

は
、
天
神
様
に
思
わ
ず
「
商
売

繁
盛
。
家
内
安
全
」
と
唱
え
て

い
た
。

こ
の
神
社
の
大
木
の
緑
を
残

し
な
が
ら
、
四
、
〇
〇
〇
平
方

�
の
広
場
に
新
た
に
植
樹
さ
れ

た
木
々
を
連
動
さ
せ
る
努
力
が

な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の

緑
を
一
、
五
〇
〇
平
方
�
超
の

グ
ラ
ン
ド
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
天

井
に
反
射
さ
せ
、
緑
を
室
内
に

取
り
込
む
手
法
が
取
ら
れ
て
い

た
。ま

た
、
災
害
時
の
対
策
が
外

構
部
分
に
多
く
取
り
入
れ
ら

れ
、
震
災
時
に
は
仮
ト
イ
レ
と

な
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の
設
置
、
防

災
広
場
に
は
釜
戸
に
変
身
す
る

釜
戸
ベ
ン
チ
、
外
時
計
な
ど
が

設
置
さ
れ
、
安
全
で
機
能
的
な

動
線
計
画
を
実
現
し
て
い
た
。

私
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
高
層
ビ

ル
の
四
七
階
に
あ
る
。
こ
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
の
５５
広
場
は
、
イ

ベ
ン
ト
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に

恒
久
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

新
築
時
か
ら
年
に
一
度
、
テ
ナ

ン
ト
会
社
対
抗
の
ど
自
慢
大
会

が
広
場
で
盛
大
に
行
わ
れ
る
な

ど
、
働
い
て
い
て
な
か
な
か
楽

し
い
ビ
ル
だ
。

東
日
本
大
震
災
の
日
、
電
車

が
動
か
ず
帰
宅
で
き
な
い
女
性

が
多
く
い
た
の
で
、
共
に
夜
を

明
か
す
事
に
し
た
の
が
、
近
く

の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
や
、
東

京
都
庁
舎
、
工
学
院
大
学
の
ロ

ビ
ー
に
も
多
く
の
人
が
帰
宅
難

民
と
な
っ
て
い
た
。
工
学
院
大

学
は
一
階
の
ホ
ー
ル
に
床
暖
房

が
あ
り
、
毛
布
の
支
給
も
行
わ

れ
、
多
く
の
一
般
の
方
々
に
開

放
さ
れ
た
と
聞
く
。

話
を
北
新
宿
地
区
の
見
学
会

に
戻
そ
う
。見
学
会
の
途
中
で
、

参
加
者
か
ら
「
あ
ら
ぁ
ー
」
と

い
う
声
が
上
が
っ
た
。
四
三
階

を
見
学
中
に
い
つ
の
間
に
か
雨

が
や
み
、
大
き
な
虹
が
空
い
っ

ぱ
い
に
架
か
っ
て
い
た
の
だ
。

震
災
後
の
省
エ
ネ
で
、
ビ
ル

照
明
や
空
調
方
式
に
見
学
会
で

の
話
が
集
中
し
て
い
た
が
、
ふ

っ
と
目
に
入
っ
た
ビ
ル
と
ビ
ル

を
股
に
か
け
た
大
き
な
虹
は
、

一
時
の
清
涼
剤
の
よ
う
に
新
鮮

に
感
じ
ら
れ
た
。
建
築
と
い
う

人
に
よ
る
創
作
物
と
自
然
の
創

作
物
が
一
体
と
な
っ
た
瞬
間
の

よ
う
に
思
え
た
。
全
員
が
窓
に

集
ま
り
、
言
葉
も
な
く
見
入
っ

て
い
た
。

見
学
後
は
、
大
学
の
建
築
学

部
ま
ち
づ
く
り
学
科
の
先
生
か

ら
、
「
西
新
宿
の
再
生
」
と
題

し
た
講
演
を
お
聞
き
し
た
。
新

宿
は
当
初
の
予
想
を
大
き
く
外

れ
、
昼
と
夜
の
人
口
差
が
大
き

い
商
業
都
市
と
な
り
、
車
の
量

と
人
の
動
線
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
未
解
決
部
分
も
あ
る

よ
う
だ
が
、
今
後
も
街
路
や
広

場
な
ど
の
公
共
空
間
を
、
よ
り

快
適
で
魅
力
的
な
空
間
へ
と
再

整
備
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
い

く
。平

成
三
年
に
東
京
二
三
区
で

最
も
早
く
「
新
宿
区
景
観
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
た
新

宿
区
は
、
「
歩
く
人
に
や
わ
ら

か
な
都
心
景
観
を
つ
く
る
」
を

テ
ー
マ
に
景
観
形
成
を
す
す
め

て
き
た
。

今
回
の
見
学
会
は
、
都
市
の

抱
え
る
問
題
と
再
開
発
の
意
味

を
知
り
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

三
井
の
リ
フ
ォ
ー
ム
住
生
活
研
究
所
所
長

西

田

恭

子

新
宿
の
ま
ち
づ
く
り

西
田
恭
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
�
一
級
建
築
士
。
「
三
井
の
リ
フ

ォ
ー
ム
」
で
設
計
を
手
が
け
二
五
年
。
暮
ら
し
の
創
造
に
貢
献
す

る
「
三
井
の
リ
フ
ォ
ー
ム

住
生
活
研
究
所
」
の
所
長
に
就
任
。

新
聞
・
雑
誌
・
書
籍
の
執
筆
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
を
行
う
。
文

化
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。
日
本
女
子
大
学
住
居
学
科
卒
。

３９

リリリ
フフフ
ォォォ
ーーー
ムムム
ををを
めめめ
ぐぐぐ
るるる
人人人
々々々

月１回
掲 載


